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貝類（内湾産） ＜アマオブネガイ上科 アマオブネ科＞  愛知県：絶滅危惧ⅠＡ類 （国：絶滅危惧Ⅱ類） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜NERITOIDEA NERITIDAE＞ AICHI：CR （JAPAN：VU） 

ウミヒメカノコ Smaragdia sp. 

 
【選定理由】 
 本種は、内湾の干潟から潮下帯のア
マモ場に生息する。伊豆半島以南の日
本本土の内湾域から死殻が時折採集さ
れているが、生息情報がほとんどない
種（山下・久保, 2012 ）である。近年
生貝の採集例は、南西諸島を除いて、
瀬戸内海（福田・他, 2014）、伊勢湾口
部（木村・佐藤, 論文準備中）にある
のみで、非常に少ない。県内でも正式
な生息記録がなく、伊勢湾湾口部の小
規模なアマモ場周辺（潮下帯）より死
殻が数個体採集されたにすぎない。前
回までに図示されていた標本（図 2）
は本種でなく、三浦・他（2012）で 
図 示 報 告 さ れ た Smaragdia cf. 
souverbiana (Montrouzier) ウミヒメカ
ノコ属の一種と同種であった。県内産
出の本種と正しく同定された標本はこ
こに初めて図示される（図 1）。県内に
おける近年の生息記録が全くないとい
う危機的生息状況で、絶滅の可能性が
非常に高い種と評価された。なお、ウ
ミヒメカノコ属の一種は今回情報不足
と評価された。 

【形 態】 
 殻長約 5 mm の球型で、螺塔は低い。殻表は平滑で光沢があり、明るい黄色の地色に稲妻状の細
かい縦縞がある。蓋は石灰質。本種の学名は確定していないが、近似種とは以下のように明確に区
別できる。近似種のキンランカノコガイ Smaragdia souverbiana (Montrouzier)等と混同されていた
（福田・他, 2014）が、本種は螺塔が低く、レモン色の螺状色帯が無いことなどから明確に区別され
る。三浦・他（2012）でウミヒメカノコ属の一種とされた種（図 2）は、死殻では明瞭ではないが、
殻の地色が暗色で、成長脈のような濃黒褐色の縦縞模様が密である。それに対して本種（図 1）は、
明るい黄色の地色に細い稲妻状の褐色線が間隔を置いて巡らされている。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 県内で現在生息が確認されている場所はない。 
【世界及び国内の分布】 
 日本のみで分布が確認されている。国内では伊豆半島以南、瀬戸内海、九州、南西諸島（奄美大
島・沖縄島・西表島）房総半島以南の低潮帯から水深 40 m に生息する（山下・久保, 2012）。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 アマモ場やコアジモ帯（波部,1961）、コアマモやウミヒルモ類が繁茂する環境に生息する（山下・
久保, 2012）。アマモ場の減少が本種の減少の要因の一つであると思われる。 

【保全上の留意点】 
 アマモ場を含めた内湾干潟から潮下帯の生息環境を保全する。干潟を保全し、水質の富栄養化を
防止することが必要である。 
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1: 南知多町日間賀島南沖(ドレッジ水深 3 m), 1994 年 10 月 13 日, 木
村昭一採集, 2: ウミヒメカノコ属の一種(採集データは 1 と同じ) 


